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1980年代、ポーランドが民主化へと大きく揺れ動いた時代、幼いマテウシュは知的障害と言われ、身体にも重度の障害があり、

家族とのコミュニケーションもままならない。しかし本当の彼は健常者と同じように考えて悩む、ロマンチックな心の持ち主だった。

本作は社会が変動する中、家族の愛情に包まれながら、マテウシュが子どもから青年へとさまざまな経験を通して大きく成長して

ゆく姿を描く。彼の豊かな人間性とともに、みずみずしく点描される人生のきらめきの数々-~.郎、初恋、別れ、そして家族の死。

新たにおかれた環境では、思い悩み、闘い、憧れ、そして、運命的な出会い。誰もがこれらのエピソードに自らの大切な思い出を

重ねることだろう。

「生きることの素晴らしきを教えてくれた」と世界の人々を感動させた『幸せのありか』は、マテウシュの懸命に生きる姿をみず、みず

しく描き、ノ、ンディキャッフ。を抱える人の真実を示すとともに、いつしか観る者の心をも浄化してゆく。

特筆すべ、きは青年マテウシュを演じたタ守ヴィド・オグロドニクo 彼の卓越した迫真の演技に世界は魅了された。純粋な瞳は無言

の思いを映し、生きようとする真っ直ぐな姿勢に人々は深い感銘を受けたのだ。監督のマチェイ・ピェブシツアは、デビュー作

『木っ端微塵j (2008年/日本未公開)で、ポーランド映画賞〈新人監督賞〉を受賞。第2作目の本作でく観客賞) <主演男優賞〉など

主要5部門を受賞し名声を確かなものとした。

人生は一瞬一瞬が宝もの!

医師から"植物のような状態"とし、われたマテウシュだったが、家族の愛情を受け多感な子ども時代を過ごす。心からの愛を

注いでくれた父の突然の死・・・しかし、父から教わった星空を見上げる歓びを忘れることはなかった。向かいのアパートに住

む少女への淡い恋、日々の寂しさを忘れて彼女と過ごした甘美な時間、突然訪れる別れ。そして成長と共に彼は家族に疎ま

れてゆく。ある日、姉は結婚を期t二、彼を病院に入れてしまう。憤りと不満を母や看護師にあたる毎目だったが、美しい看護師

マグダが現れ、マ鱗幽雌噛幽極輔鱗義的になってゆく・・・。

世界の映画祭を大きな感動で包み、数々の観客賞を受

清く澄んだ映像と主人公マテウシュの

純粋な思いが心に深くしみいる珠玉の名作。
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